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の凝集、他の口腔細菌との共凝集、マウス B細胞の活性化、細胞接着因子 ICAM の誘導などを行うこと







カテキン類による E. corrodens のバイオフィルム抑制効果を、第二章では本菌による定着機構の解明
を目的として、E. corrodens の病原因子におけるリコンビナーゼによるゲノム再編の効果を調べた。
 







り、数多くの研究が進められている。近年 E. corrodens においても AI-2 を介した QS がバイオフィル
ム形成に関与することが明らかとなっている。そこで AI-2 合成に関与する luxS 遺伝子を欠損させた
変異株を用いて、カテキン類のバイオフィルム抑制効果における QS の関与を調べたところ、最小生育
阻害濃度以下のエピガロカテキンガレート（EGCg）に見られたバイオフィルム抑制は luxS 欠損株では
見られなかった。これらの結果から、ガロイル基をもつカテキン類は AI-2 を介した QS を阻害し、こ
れによってバイオフィルム形成を抑制する可能性が示唆された。 
第二章では、E. corrodens のレクチン依存的な定着機構の解明を試みた。以前、重度歯周病患者の





る E. corrodens の定着機構を解明するために、病原因子におけるゲノム再編の効果を調べた。その結
果、リコンビナーゼ遺伝子の導入により、血液寒天培地上に β 溶血が見られ、口腔内上皮細胞への付
着能が増加した。一方、上皮細胞への侵入能はリコンビナーゼ遺伝子の導入により減少した。これら
の結果から、リコンビナーゼによる GalNAc 特異的レクチン活性の上昇が E. corrodens の病原性を高
めることが示唆された。 
 
 以上のように、本論文では、カテキン類が QS を介して E. corrodens の定着機構を抑制すること、
リコンビナーゼによる GalNAc 特異的レクチンの増加が E. corrodens の定着に寄与することを明らか
にした。よって本研究により、本菌によるレクチン依存的な定着機構やその制御法を提案するととも
に、微生物学の基礎的な知見のみならず、バイオフィルム感染症の予防や治療など臨床分野への応用
にも大いに貢献できる結果をあげていると判断した。 
 
 
